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第７章 自動車騒音常時監視結果

自動車騒音の常時監視は、騒音規制法の改正（平成１１年）によって平成１２年度から

都道府県及び騒音規制法政令市の事務とされ、自動車騒音の影響がある道路に面する地域

で、「騒音に係る環境基準」（平成１１年４月施行）の達成状況等を把握するために行わ

れている。平成１６年度からは、従来から実施している騒音測定に加え面的評価を行うシ

ステムを導入し、より地域の実態に即した環境基準の達成状況の地域としての評価が可能

になった。

km平成１９年度の県下主要道路における自動車騒音常時監視では、延長１０８０．４

の道路（高速自動車国道２２．０ 、一般国道４３８．５ 、県道６１９．９ ）に面km km km

する地域の３４，９２８戸の住居等について環境基準達成状況の評価を行った。

※「面的評価」は、「騒音に係る環境基準」の改訂に伴い導入された評価方法で、

道路に面する地域について、沿道の騒音の実測値や道路構造等のデータから個別住

宅ごとに自動車騒音レベルを予測することにより、地域の全住居等のうち環境基準

を超過する住居等の戸数及び割合を評価するものである。

〈調査地点・期間〉

評価区間延長：１０８０．４ｋｍ 評価区間数：３１６区間 路線数：１００路線

騒音測定調査地点：５地点 調査期間：平成１９年１１月

〈調査結果〉

面的評価による環境基準達成状況は、評価の対象となった３４，９２８戸のうち昼間

（６時～２２時）及び夜間（２２時～６時）とも環境基準を達成していたのは３２，６

１８戸（９３．４ ）であった。詳細は表７－１に示す。%

また、面的評価における騒音発生強度の把握のために実施した騒音測定の調査地点及

び測定結果について、表７－２に示す。

表７－１ 道路に面する地域における騒音の環境基準達成状況の面的評価結果

昼夜とも基準値超過

戸数 割合（％） 戸数 割合（％） 戸数 割合（％） 戸数 割合（％）

全戸数
（34,928戸）

32,618 93.4 739 2.1 165 0.5 1,406 4.0

近接空間
（14,707戸）

13,064 88.8 494 3.4 102 0.7 1,047 7.1

非近接空間
（20,221戸）

19,554 96.7 245 1.2 63 0.3 359 1.8

備考 １ 近接空間とは、面的評価を行う５０ｍの範囲のうちで、以下の車線数の区分に応じた道路端から
の距離に示す範囲をいう。

・２車線以下の車線を有する幹線道路 道路端から１５ｍ
・２車線を超える車線を有する幹線道路 道路端から２０ｍ

２ 非近接空間とは、５０ｍの評価範囲のうちで近接空間以外の場所をいう。

昼夜とも基準値以下 昼のみ基準値以下 夜のみ基準値以下
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市町名 住 所
昼間

（６～22時）

夜間

（22～６時）

1 日出町 日出町大字藤原7092-2 国道１０号線 上り車線 2 11.4 排水性 H19.11.7 H19.11.8 (B) (2) 70 68

2 日田市 日田市大字高瀬85-1 国道2１０号線 上り車線 2 14.6 排水性 H19.11.7 H19.11.8 B 2 68 60

3 日田市 日田市大山町西大山8492-1 国道2１2号線 上り車線 2 7.5 密 粒 H19.11.7 H19.11.8 (B) (2) 69 62

4 日田市 日田市夜明中町2360-1 国道386号線 下り車線 2 7.1 密 粒 H19.11.7 H19.11.8 (B) (2) 74 70

5 豊後大野市 豊後大野市三重町本城 国道502号線 下り車線 2 13.0 密 粒 H19.11.7 H19.11.8 B 2 70 64

70 65

70 65

75 70
要 請

限 度

№
測定開始

日 時
道 路 名

測 定 地 点
道路の構造

車線数

道路

幅員

（ｍ）

舗装の

種類

注）１９年度の測定地点No.1、3、4については、環境基準の地域の類型が当てはめられていないので、「騒音規制法第１８条の規定に基づく自動車騒音の状況の常時監視に係る事務の処理基

準について」に基づいて、Ｂ類型があてはめられているとみなし、結果の評価を行った。網掛けは環境基準を満足しなかったことを示す。
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道路に面する地域のうち幹線交通を担う道路に近接する空間については、特例として基準値が定められている。

「幹線交通を担う道路」とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道（市町村道にあっては４車線以上の区間に限る。）等を

表し、「幹線交通を担う道路に接する空間」とは、以下のように車線数の区分に応じて道路端からの距離によりその範囲を特定する。

・２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路 １５メートル

・２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 ２０メートル

表７－２ 面的評価における騒音発生強度の把握のための騒音測定結果


